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査している。第 3 章と同様の振動子を用いて，周波数が 12～125 Hz の範囲で異なる包絡線，お
よび異なる振動強度をもつ複数の高周波振動に対し，触感の弁別性能を調査した結果，包絡線成
分の影響が小さくなる境界が 80～125 Hz の聞に存在することを明らかにしている。これは，高




法にとり，300～1012 Hz のキャリア周波数をもつ減衰振動波を，振動強度を維持しながら 300 Hz 
あるいは 400 Hz のキャリア周波数に変調することにより，類似する触感を維持しながら，最大
20 dB 程度の騒音レベルを低下できることを示しており，有用な成果である。 
第 6章は結論である。 
以上要するに本論文は，ヒトの高周波振動に対する触感の弁別性能の調査に基づき，包絡線成
分と振動強度に基づく時分割触覚変調手法の基礎的検証と，振動生成時の騒音レベルを低下させ
る応用例をまとめたものであり，応用情報科学ならびにハプティクス工学の発展に寄与するとこ
ろが少なくない。 
よって，本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
